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表-6.18.2.1.11(1) 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(維管束植物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点 個体数

1 シダ植物 マツバラン マツバラン Psilotum nudum
南鮮、台湾、中国、
及び熱帯地方

関東以西南 各島

山地に生育し、暖地では樹幹に着生するが、北の
分布限界近くでは岩隙生となる多年生の常緑性シ
ダ。環境庁RDBでは、100年後の絶滅確率は約63％
とされる。

C 42 250 2 13 1 1 3 14 39 236

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

7.14% 5.60% NT VU

2 シダ植物 フサシダ カンザシワラビ Schizaea biroi
台湾、東南アジア、
ミクロネシア

沖永良部島
沖縄島、久米島、西
表島

やや乾燥した山地林内に生える。沖縄島では主に
名護市、宜野座村、恩納村などの数ヶ所で確認さ
れている。久米島は1ヶ所のみである。西表島では
数ヶ所に産するが、いずれの自生地でも個体数は
極めて少ない。

C 117 1,901 5 33 3 33 8 66 109 1,835

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

6.84% 3.47% EN CR EN

3 シダ植物 ウラボシ タカウラボシ Microsorium rubidum
台湾、中国、フィリ
ピン、東南アジア、
ミクロネシア

奄美大島
伊平屋島、沖縄島、
久米島、石垣島、西
表島、与那国島

サガリバナ林の林床や放棄水田等の湿地に生え
る。沖縄島では宜野座村、恩納村、沖縄市等に
点々と産するが、自生地は開発により急激に失わ
れている。西表島では4ヶ所に群生するが、自生地
は限られている。他の島の現状は不明。

B 26 5,367 2 1,210 2 1,210 24 4,157

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産するが、改変による消失率がやや高く、本種の生育環
境である湿地環境が減少傾向にあることを考慮すると、事
業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれがあるも
のと考えられます。

7.69% 22.55% EN VU VU

4 裸子植物 ヒノキ オキナワハイネズ Juniperus taxifolia var. lutchuensis －

本州（伊豆半島、伊
豆七島）、種子島、
トカラ列島、奄美大
島、徳之島

伊平屋島、伊是名
島、沖縄島、屋我地
島、慶良間諸島

海岸や海岸に近い日当たりの良い原野や崖に生え
る。各地の海岸に点在しているが、海岸線の開発
や護岸工事により、多くの自生地が失われた。さ
らに盆栽用に盗掘され、足場の良い所では消失し
てしまった。

C 27 222 6 56 4 26 10 82 17 140

沖縄島における個体数は多いと推定されたほか、消失個
体確認箇所は本来の自生地ではなく、改変区域外の本来
の自生地に多産することから、事業実施区域周辺の個体
群が存続できないおそれはないものと考えられます。

37.04% 36.94% EN

5 離弁花類 ツチトリモチ キイレツチトリモチ Balanophora tobiracola 台湾

九州（長崎・熊本・
宮崎・鹿児島県）、
種子島、屋久島、ト
カラ列島（宝島）、
奄美大島、喜界島、
徳之島、沖永良部島

伊平屋島、沖縄島、
伊江島、久米島、多
良間島？、石垣島、
竹富島、西表島

海岸～低地の自然林の林床で、トベラ、シャリン
バイ、ネズミモチ、ハマヒサカキなどの根に寄生
する。保存状態の良好な御嶽林などに点在し、沖
縄島と石垣島、西表島では最近も2～数ヶ所の生育
地が確認されている。琉球列島から九州南部を経
て、九州西部地域に分布し、九州東部には分布し
ない「九州西廻り分布植物」の一つに挙げられる
（中西，1996）。琉球列島の植物相の成立史を解
明するために重要な例である。

C 50 466 2 2 2 2 48 464

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

4.00% 0.43% VU

6 離弁花類 タデ
ナツノウナギツカミ
（リュウキュウヤノネグ
サ）

Persicaria dichotoma
台湾、インド、マ
レーシア

種子島、中之島、奄
美大島、徳之島、沖
永良部島

沖縄諸島、八重山諸
島

主として川沿いの湿地に生える。農地造成、湿地
の埋立など生育地の開発で減少しつつある。

C 116 11,439 11 735 11 735 105 10,704

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

9.48% 6.43% NT

7 離弁花類 タデ コギシギシ Rumex nipponicus 朝鮮、中国 関東以西 沖縄島

多年草。植生の遷移、土地造成、海岸の開発が減
少の主要因である。平均減少率は約40％、100年後
の絶滅確率は約70％である。ただし現状不明な生
育地も多く、個体数は過小評価されている。

C 68 354 2 7 1 2 3 9 65 345

本種は、沖縄島においては本土帰化種であり、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

4.41% 2.54% VU VU

8 離弁花類 バラ テンノウメ Osteomeles anthyllidifolia
台湾（蘭嶼）、中国
西南部、ハワイ、ポ
リネシア

小笠原、屋久島、奄
美諸島

沖縄諸島、宮古諸
島、八重山諸島

海岸の隆起石灰岩上に生える。もともとは各地に
やや普通に見られたが、近年は盆栽用の乱獲によ
り個体数が減少している。

C 158 1,158 12 94 3 74 15 168 143 990

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

9.49% 14.51% VU VU VU

9 離弁花類 バラ シマカナメモチ Photinia wrightiana －
徳之島、沖永良部

島、小笠原

沖縄島、伊平屋島、
久米島、石垣島、西

表島

高さ4-5mになる常緑小高木。土地造成、森林の伐
採、野生化したヤギの食害が減少の主要因であ
り、環境庁RDBによると、100年後の絶滅確率は約
20％とされる。

C 702 4,634 18 69 26 102 49 634 10 184 1 3 104 992 598 3,642

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変による消失
率がやや高いものの、改変区域外にも多産することから、
事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれはない
ものと考えられます。

14.81% 21.41% VU VU

10 離弁花類 マメ イソフジ Sophora tomentosa
台湾、その他熱帯ア

ジア、ポリネシア
奄美諸島 各島

海岸に生育する常緑の小高木または低木。減少の
主要因は海岸の開発であり、近年漸減傾向にあ
り、環境庁RDBによると100年後の絶滅確率は約
20％である。

A 5 14 4 13 4 13 1 1

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変による
消失率が高く、調査範囲における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

80.00% 92.86% EN VU

11 離弁花類 ニシキギ ハリツルマサキ Maytenus diversifolia 台湾、南中国、比島 奄美諸島
各島

海岸の石灰岩上に生える常緑低木。園芸用の採
集、海岸の開発、石灰岩の採掘が減少の主要因で
あり、環境庁RDBによると100年後の絶滅確率は約
40％である（調査地域では、園芸用の植栽個体が
民家の庭先で多数みられ、確認個体の中にはその
逸出個体も含まれると推察する）。

C 426 3,188 28 386 10 62 1 5 39 453 387 2,735

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低く、調
査地内において庭木として利用されており、逸出個体の可
能性も高いことから、、事業実施区域周辺の個体群が存続
できないおそれはないものと考えられます。

9.15% 14.21% NT VU

12 離弁花類 アリノトウグサ ナガバアリノトウグサ Haloragis chinensis
中国南部、インド、
インドシナ

－ 伊是名島、沖縄島

日当たりがよく土壌の少ない草地に生える。 伊是
名島では、自生地に観光道路が建設されて減少し
た。沖縄県RDBによると、2004年にも確認された
が、ごく狭い範囲に少数個体が残されるだけであ
る。沖縄島では名護市と恩納村の各1ヶ所で1930年
代に記録された後見つかっていなかったが、2004
年に恩納村の3ヶ所で発見されている。その内の
2ヶ所は道路建設により2005年に消失し、他の1ヶ
所も大学建設により消失する可能性がある。

A 17 1,299 5 674 5 674 12 625
沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高いことから、事業実施区域周辺の個体群の存続
ができないおそれがあるものと考えられます。

29.41% 51.89% EN CR CR

13 合弁花類 ツツジ ケラマツツジ Rhododendron scabrum －
奄美大島、加計呂麻
島、沖永良部島

沖縄島、渡嘉敷島、
座間味島

琉球列島の固有種で、低地や山地の林縁や渓谷に
生える。かつては普通に見られる種であったが、
近年は園芸用に採集され、個体数が激減してい
る。

C 282 3,040 8 50 1 3 9 53 273 2,987

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

3.19% 1.74% VU VU EN

14 合弁花類 イソマツ ウコンイソマツ Limonium wrightii var. luteum － 奄美諸島南部 沖縄諸島
海岸の岩場に生える。海岸の隆起石灰岩上に群落
が見られたが、薬用の採集で減少しつつある。

C 148 23,725 1 5 5 410 6 415 142 23,310

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

4.05% 1.75% VU VU EN

工事用仮設道路
埋立土砂発生区

域　東

調査地全域

沖縄島
での生
育状況
ランク

沖縄島における生育状況

環境庁
RDB

沖縄県
RDB

重要な種の分布及び生育状況の変化の程度
小計

改変区域外

選定基準注2)

改変による消失率
(%)

環境省
RL

分類群 科名 和名No. 学名注1)

国外、国内、沖縄県における分布状況 改変区域内

代替施設本体
辺野古作業ヤー

ド

国内 概　　　要国外

美謝川切替区間
埋立土砂発生区

域　西

沖縄県

6-18-94



表-6.18.2.1.11(2) 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(維管束植物) 

 

 

 

 

 

 

 

地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点 個体数

15 合弁花類 イソマツ イソマツ Limonium wrightii f. arbusculum － 奄美諸島南部 沖縄諸島
海岸の岩場に生える。海岸の隆起石灰岩上に群落
が見られたが、薬用の採集で減少しつつある。

B 2 2 1 1 1 1 1 1

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変による
消失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこ
とから、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないお
それがあるものと考えられます。

50.00% 50.00% VU VU EN

16 合弁花類 カキノキ リュウキュウコクタン Diospyros ferra var. buxifolia
台湾、南中国～イン
ド、セイロン、マ
レーシア、ミクロネ
シア

－ 沖縄・八重山群島

山地性の常緑亜高木であるが、庭園樹として広く
栽培されている（低地にあたる調査地域での確認
個体は、園芸個体の逸出個体である可能性がある
が、自生種との区別が困難なため、すべて重要種
として扱った）。

C 167 694 2 6 2 6 165 688

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低く、調
査地内において庭木として利用されており、逸出個体の可
能性も高いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続
できないおそれはないものと考えられます。

1.20% 0.86% NT NT

17 合弁花類 タヌキモ ミカワタヌキモ Utricularia exoleta
台湾、中国南部、ヒ
マラヤ、アフリカ、
オーストラリア

本州（東海以西）、
九州、屋久島、徳之
島

伊是名島、沖縄島、
石垣島、西表島

湿地、池沼、水田に生える。西表島では2ヶ所に、
石垣島では2ヶ所に産する。伊是名島の現状は不
明。沖縄島では数ヶ所に産するが、多くの自生地
は水田の埋立や湿地の開発で失われている。沖縄
島中部では、北アメリカ原産のオオバナイトタヌ
キモU. gibba L.と思われるものが逸出してお
り、本種と交雑したり競合する恐れがある。

B 8 1,416 2 1,210 2 1,210 6 206

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変による
消失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこ
とから、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないお
それがあるものと考えられます。

25.00% 85.45% VU EN VU

18 合弁花類 キク オキナワギク Aster miyagii －
奄美大島、加計呂麻
島、請島、徳之島

沖縄島北部

沖縄島北部の主に東海岸の海辺の岩上に生える。
1980年頃までは、国頭村から名護市の海岸岩上に
群生しているのが見られたが、近年護岸・道路工
事や園芸用の採集により、減少している。

C 710 146,545 85 24,399 4 670 89 25,069 621 121,476

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

12.54% 17.11% VU VU VU

19 合弁花類 キク モクビャクコウ Crossostephium chinense
台湾、中国南部、
フィリピン

悪石島、奄美諸島、
硫黄島

沖縄諸島、大東諸
島、宮古諸島、八重
山諸島

海岸の波しぶきがかかる隆起石灰岩の上に生え
る。かつては普通に見られたが、現在はいずれの
産地も園芸用の採集や自生地の開発等により個体
数が急減している。

C 139 35,915 1 3 1 3 138 35,912

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

0.72% 0.01% VU VU VU

20 単子葉植物 ホンゴウソウ ホンゴウソウ Sciaphila japonica －
本州（関東以西）、
四国、九州、種子
島、屋久島

沖縄島、久米島、石
垣島、西表島、魚釣
島

山地林内の落ち葉の間に生える。 生育地が限ら
れ、もともと個体数も少ないが、森林伐採により
個体数が減少している。

C 36 488 4 55 4 55 32 433

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

11.11% 11.27% VU EN EN

21 単子葉植物 ホンゴウソウ ウエマツソウ Sciaphila tosaensis －
本州（中部以西）、
四国、九州、屋久島

沖縄島、儀志布島、
久米島、西表島

林床の落ち葉の間に生える。自生地は少なく、個
体数もきわめて少ない。

C 63 1,015 12 228 9 76 21 304 42 711

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

33.33% 29.95% VU VU EN

22 単子葉植物 イネ オオマツバシバ Aristida takeoi －
奄美（笠利）、徳之

島
沖縄島、伊是名島

密に束生する多年生草本。環境庁RDBによると、奄
美大島（1ヶ所）、沖縄島（3ヶ所）、伊是名島、
座間味島で採集記録があり、徳之島、渡嘉敷島、
久米島にも文書記録がある。環境庁旧レッドリス
ト(1997)ではDDとされたが、自生地が限定されて
おり、開発の影響を受けやすいため、環境庁レッ
ドデータブックでVUと判定された。

C 124 579,588 2 580 29 161,826 1 4 32 162,410 92 417,178

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

25.81% 28.02% EN VU

23 単子葉植物 イネ イゼナガヤ Eriachne tawadai
ニューギニア、オー
ストラリア

－
伊平屋島、伊是名
島、渡嘉敷島、座間
味島

乾いた原野やリュウキュウマツ林の林床に生え
る。自生地は限られ、個体数は少ない。分布域の
北限で、国内唯一の産地である。オーストラリア
系の植物で、著しい隔離分布を示し、植物地理学
上貴重である。伊是名島のものはオーストラリア
のものと形態が異なり、固有種E. tawadaeとする
意見がある。減少の要因は、草地・草原の開発、
もともと自生地が少ないこと、遷移の進行であ
る。

A 11 938 3 159 3 159 8 779

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

27.27% 16.95% EN VU CR

24 単子葉植物 イネ ハイシバ Lepturus repens

台湾その他の熱帯ア
ジア、ポリネシア、

オーストラリア※1

大隅半島（佐多岬、

馬毛島）
各島－海岸

海岸で長く地をはって、分枝する堅い多年草。海
岸・草地の開発、土地造成等により近年、その生
育地が減少している。

C 193 2,044 18 60 1 1 19 61 174 1,983

沖縄島における個体数は多いと推定され、環境省(2000)の
RDBで（VU）に選定されていたが環境省R(2007)RLで除外
されたこと、また、改変区域外にも多産し、改変による地点
数及び個体数の消失率も低いことから、事業実施区域周
辺の個体群が存続できないおそれはないものと考えられま
す。

9.84% 2.98% VU

25 単子葉植物 カヤツリグサ アオゴウソ Carex phacota
朝鮮、台湾、中国、
マレーシア、インド

北海道、本州、四
国、九州、種子島、
屋久島、中之島、宝
島、奄美大島

沖縄島北部

常緑広葉樹林の谷間のやや暗い湿地に生える。
1996年に名護市で、山地谷部の湿地に株をつく
り、生育しているのが確認された。その後、大宜
味村と東村の各1ヶ所で確認され、2004年には恩納
村の1ヶ所でも確認されているが、恩納村の自生地
はゴルフ場に隣接し、開発の恐れがある。減少の
要因は自生地の開発、もともと自生地と個体数が
少ないことである。

A 38 1,095 0 10 636 10 636 28 459

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

26.32% 58.08% EN

26 単子葉植物 カヤツリグサ コバケイスゲ Carex tenuior － 奄美諸島 沖縄諸島

流水の落ちる断崖の岩面に生え、密に束生し大き
な株をつくる。自生地が局限されており、個体数
は1000未満と推測されるため、VUと判定される。
「シュワブ沖現地現況調査（その2）報告書」（平
成9年、那覇防衛施設局建設部・（株）環境アセス
メントセンター）ではバケイスゲとして記載され
ているが、「日本のスゲ」（平成17年、勝山輝男
著、文一総合出版）によると沖縄諸島のバケイス
ゲは本種とされた。

C 226 26,939 3 230 2 81 17 583 5 810 27 1,704 199 25,235

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

11.95% 6.33% VU

27 単子葉植物 カヤツリグサ タマハリイ Eleocharis geniculata 台湾、熱帯 －

伊平屋島、伊是名
島、沖縄島、屋我地
島、慶良間諸島（座
間味島、外地島）、
久米島、宮古島、石
垣島、西表島、魚釣
島

海岸に近い湿地や水田に生える。沖縄島では北部
から南部まで数ヶ所で記録されており、他の島嶼
でもそれぞれ1～2ヶ所の自生地が知られている。
湿地の開発、水田の埋立、除草剤の使用などで減
少している。

C 40 22,222 19 4,555 19 4,555 21 17,667

沖縄島における個体数は普通と推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

47.50% 20.50% NT

28 単子葉植物 カヤツリグサ トクサイ Eleocharis ochrostachys
台湾、中国南部、イ
ンド、マレーシア、
マダガスカル

－

沖縄島北部、屋我地
島、大東諸島、石垣
島、西表島、与那国
島

低地の湿地や廃田に生える。沖縄島は3ヶ所、屋我
地島は1ヶ所、石垣島は2ヶ所、西表島は2ヶ所の自
生地が知られている。沖縄は本種の分布域の北限
に当たる。近年、水田の減少や除草剤の使用等に
より自生地の減少が進んでいる。他の島の現状は
不明。

B 15 84,212 6 81,135 6 81,135 9 3,077

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

40.00% 96.35% VU

29 単子葉植物 カヤツリグサ マシカクイ Eleocharis tetraquetra
台湾、中国、イン
ド、マレーシア、
オーストラリア

本州（中国地方）、
四国、九州、屋久島

沖縄島

湿地に生える多年草で、もともと自生地と個体数
が限られているが、自生地の開発や湿地の埋立に
より減少している。名護市の2ヶ所で1937年と1951
年に採集された他は記録がなかったが、2005年に
恩納村の1ヶ所で発見された。その自生地は道路建
設で消失した。

B 13 2,711 6 1,740 6 1,740 7 971

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

46.15% 64.18% CR
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表-6.18.2.1.11(3) 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(維管束植物) 

 

 

 

 

 

 

地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点 個体数

30 単子葉植物 カヤツリグサ ヤリテンツキ Fimbristylis ovata

南鮮、台湾、中国～
インド、マレーシ
ア、オーストラリ

ア、アフリカ

相模、紀伊、南九

州、奄美諸島
各島

海に近い地方に生える多年草。草地の開発、土地
造成、植生の遷移が減少の主要因であり、環境庁
RDBによると、100年後の絶滅確率は約70％とされ
る。

C 362 19,611,022 79 4,434,025 1 192 1 7,896 2 1,950 83 4,444,063 279 15,166,959

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられる

22.93% 22.66% VU VU

31 単子葉植物 カヤツリグサ クロタマガヤツリ Fuirena ciliaris
台湾、朝鮮、中国、
インド、インドシ
ナ、マレーシア

本州、四国、九州、
屋久島、種子島、平
島、宝島、奄美大
島、徳之島、沖永良
部島、与論島

伊是名島、沖縄島、
石垣島、西表島、与
那国島

低地の湿地や水田に生える。伊是名島１ヶ所、沖
縄島3ヶ所、石垣島2ヶ所、西表島2ヶ所、与那国島
1ヶ所で確認されているが、1970年代前半以前の記
録が多く、現在も自生が確認できるのはごくわず
かである。減少の要因は、もともと自生地と個体
数が限られていること、湿地の開発、水田の減
少、除草剤の散布である。

A 2 120 1 10 1 10 1 110

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

50.00% 8.33% EN

32 単子葉植物 タヌキアヤメ タヌキアヤメ Philydrum lanuginosum
台湾、中国南部、熱
帯アジア、オースト
ラリア

九州南部、種子島、
屋久島、トカラ列
島、奄美諸島

沖縄諸島、宮古諸
島、八重山諸島

低地の湿地や放棄水田に生える。かつては各地で
やや普通に見られたが、水田の減少とともに急減
している。

A 5 681 1 2 4 679 5 681
沖縄島における個体数は普通と推定されるが、全確認個
体が改変により消失することから、事業実施区域周辺の個
体群の存続ができないおそれがあるものと考えられます。

100.00% 100.00% VU

33 単子葉植物 イグサ コウガイゼキショウ Juncus leschenaultii
台湾、カムチャッ
カ、中国、朝鮮、イ
ンド

北海道、本州、四
国、九州、屋久島、
種子島、中之島、奄
美大島

沖縄島北部、久米
島、石垣島、魚釣島

水田や湿地に生える。沖縄島では数ヶ所で採集さ
れている。久米島では1953年採集の標本がある
が、現状は不明。石垣島では1973年に採集された
標本があるが、現状不明。魚釣島では1975年に採
集された標本があるが、野生化ヤギによる食害や
生育環境の悪化により絶滅した可能性がある。近
縁なアオコウガイゼキショウ J. papillosus
Franch. et Sav.、タチコウガイゼキショウ J.
krameri Franch. et Sav.、ハリコウガイゼキショ
ウ J. wallichianus Laharpeなどを含め、いずれ
の種についても分布情報は少ないため現状の評価
は正確とは言えない。花などの状態の良い標本を
用いて、今後再検討する必要がある。

B 13 745 1 600 1 600 12 145

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変による
消失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこ
とから、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないお
それがあるものと考えられます。

7.69% 80.54% VU

34 単子葉植物 ユリ ヒメヤブラン Liriope minor
台湾、朝鮮、中国、
フィリピン

北海道西南部、本
州、四国、九州、ト
カラ列島、奄美諸島

沖縄島、粟国島、渡
名喜島、久米島

海岸の草地や林縁に生える。もともと自生地と個
体数が少ないが、その自生地の開発により減少し
ている。沖縄島では名護市と金武町で3ヶ所の自生
地が知られるが、いずれも米軍演習地で、開発の
計画がある。渡名喜島では2005年に1ヶ所に少数が
確認されている。久米島の現状は不明。

C 50 37,099 9 767 9 767 41 36,332

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

18.00% 2.07% EN

35 単子葉植物 ラン オキナワチドリ Amitostigma lepidum －

九州（鹿児島県）、
甑島、屋久島、種子
島、トカラ列島、奄
美大島、喜界島、沖
永良部島

硫黄鳥島、伊是名
島、沖縄島、久米
島、渡名喜島

海岸から山地までの日当たりのよい草地や岩隙に
生える。かつてはやや普通に見られたが、近年は
個体数が激減している。分布域の南限である。本
種が属するヒナラン属は東アジアの温帯系の植物
であり、琉球列島の植物相の成立を知る上で貴重
である。

C 24 2,351 3 165 3 165 21 2,186

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

12.50% 7.02% VU VU VU

36 単子葉植物 ラン ツルラン Calanthe furcata

台湾、インド、中国
南部、フィリピン、
タイ、インドシナ、
マレーシア、ニュー
ギニア、オーストラ
リア、グアム、
ニューカレドニア、
フィジー諸島、マダ
ガスカル

屋久島、種子島、ト
カラ列島、奄美大
島、徳之島、小笠原

沖縄島、石垣島、西
表島

山地の自然林の林床に生える。かつては極めて普
通に見られる種であったが、近年は園芸用の乱獲
や自然林の伐採により激減し、限られた地域以外
ではほとんど見られない。

C 256 1,316 11 40 2 8 1 1 14 49 242 1,267

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

5.47% 3.72% VU VU VU

37 単子葉植物 ラン エダウチヤガラ Eulophia graminea

台湾、中国南部、イ
ンドシナ、タイ、マ
レーシア、ヒマラ
ヤ、インド、スリラ
ンカ

－

伊是名島、沖縄島、
渡嘉敷島、阿嘉島、
久米島、宮古島、石
垣島、西表島

日当たりのよい草地や原野に生える。芝生や路傍
などの人為的な環境にも多く見られるが、遷移が
進んで日当たりが悪くなると消失する。沖縄島で
は北部から南部まで点々と産するが、その他の島
ではまれである。

C 130 2,051 8 22 8 22 122 2,029

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

6.15% 1.07% VU

38 単子葉植物 ラン イモネヤガラ Eulophia zollingeri

台湾、フィリピン、
インド、タイ、イン
ドシナ、マレーシ
ア、ニューギニア

九州（宮崎県、鹿児
島県）、屋久島、種
子島、奄美大島

伊平屋島、伊是名
島、沖縄島、阿嘉
島、石垣島

低地の自然林の林床に生える。もともと自生地と
個体数が少なく、自然林の伐採により減少してい
る種である。沖縄島では北部から南部までの各地
で、石垣島では2ヶ所で確認されているが、個体数
は少ない。他の島では極めてまれである。

B 11 51 2 5 2 5 9 46

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変による
消失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこ
とから、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないお
それがあるものと考えられます。

18.18% 9.80% EN EN VU

39 単子葉植物 ラン タカツルラン Galeola altissima
台湾、フィリピン、
インド、インドシ
ナ、ジャワ

屋久島、種子島、ト
カラ列島、奄美大
島、徳之島

沖縄島北部、石垣
島、西表島、与那国
島

山地の自然林の林床に生え、イタジイなどの樹幹
に這い上がる。もともと自生地と個体数が少ない
種で、樹林の伐採により減少している。沖縄島で
は数ヶ所、石垣島では2ヶ所、西表島では2ヶ所で
確認されているが、個体数は少ない。与那国島で
は1971年に確認された後、見つかっていない。

B 12 23 1 2 1 2 11 21

沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高く、調査範囲内における確認個体数も少ないこと
から、事業実施区域周辺の個体群の存続ができないおそ
れがあるものと考えられます。

8.33% 8.70% CR CR VU

40 単子葉植物 ラン トサカメオトラン Geodorum densiflorum

台湾、フィリピン、
インド、タイ、イン
ドシナ、マレーシ
ア、ニューギニア、
ポリネシア、オース
トラリア、ニューカ
レドニア、フィジー
諸島

－

沖縄島、阿嘉島、宮
古島、伊良部島、石
垣島、西表島、与那
国島

山地の明るい林縁や草地に生える。もともと自生
地が少なく、園芸用の採集や自生地の開発により
減少している。沖縄島、石垣島、西表島では以前
はやや普通に見られたが、近年個体数は急激に減
少している。阿嘉島では少数個体が確認されてい
る（石川・石田，1988）。宮古島では近年確認さ
れていない。与那国島の現状は不明。

C 67 1,037 1 1 1 1 66 1,036

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

1.49% 0.10% EN CR VU

41 単子葉植物 ラン
リュウキュウサギソウ
(イトヒキサギソウ)

Habenaria polytricha 台湾
宝島、奄美大島、徳
之島、沖永良部島

沖縄島北部、西表島

山地の自然林や二次林の陰湿な林床に生える。本
来はやや普通に見られる種であるが、近年は自然
林の伐採や園芸用の採集により自生地の数が減少
している。

C 45 782 1 3 1 3 44 779

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

2.22% 0.38% EN EN VU

42 単子葉植物 ラン タカサゴサギソウ Habenaria lacertifera 台湾 奄美大島、徳之島
沖縄島北～中部、石
垣島、西表島

落葉性の多年草で、低地から山地の自然林や二次
林の明るいやや乾いた林床や林縁に生える。もと
もと自生地と個体数が少ないが、園芸用の採集や
自生地の開発によりその生育地が減少している。
沖縄島では各地に産し、石垣島では１ヶ所、西表
島では3ヶ所で確認されている。

C 18 110 1 1 1 1 17 109

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低
いことから、事業実施区域周辺の個体群が存続できないお
それはないものと考えられます。

5.56% 0.91% EN NT

43 単子葉植物 ラン ムカゴソウ Herminium lanceum var. longicrure 朝鮮、満州、中国

北海道以南、奄美大
島、徳之島、沖永良

部島

沖縄島、伊平屋島、

久米島

やや湿った草地に生える多年生の地上ラン。現時
点での絶滅危険度は小さいが、生育条件の変化に
よっては絶滅が危惧される。

C 46 327 1 10 3 6 4 16 42 311

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

8.70% 4.89% NT

工事用仮設道路
埋立土砂発生区

域　東

調査地全域

沖縄島
での生
育状況
ランク

沖縄島における生育状況

環境庁
RDB

沖縄県
RDB

重要な種の分布及び生育状況の変化の程度
小計

改変区域外

選定基準注2)

改変による消失率
(%)

環境省
RL

分類群 科名 和名No. 学名注1)

国外、国内、沖縄県における分布状況 改変区域内

代替施設本体
辺野古作業ヤー

ド

国内 概　　　要国外

美謝川切替区間
埋立土砂発生区

域　西

沖縄県

6-18-96



表-6.18.2.1.11(4) 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(維管束植物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注)選定基準は、以下のとおりである。 

1.環境省 RL：「報道発表資料 哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリスト見直しについて｣(2007 年 環境省) 

CR→絶滅危惧ⅠA 類(絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの)  

EN→絶滅危惧ⅠB 類(絶滅の危機に瀕している種-ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの) 

VU→絶滅危惧Ⅱ類 (絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 

2.環境省 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 -レッドデータブック- 植物Ⅰ(維管束植物)｣(2000 年 環境庁) 

CR→絶滅危惧ⅠA 類(絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの)  

EN→絶滅危惧ⅠB 類(絶滅の危機に瀕している種-ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの) 

VU→絶滅危惧Ⅱ類 (絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 

3.沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(菌類編・植物編)-レッドデータおきなわ-｣(2006 年 沖縄県) 

CR→絶滅危惧ⅠA 類(絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの)  

EN→絶滅危惧ⅠB 類(絶滅の危機に瀕している種-ⅠA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの) 

VU→絶滅危惧Ⅱ類 (絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 

 
Ａランク：分布や個体数が限られ､特に保護の必要性が認められる種。法的規制種。 

Ｂランク：分布が限られるか、もしくは個体数が少ない種｡また、分布や個体数の双方がやや限られる種｡法的規制種。分布や個体数情報が不明であり念のため保全に努める必要性の認められる種。 

Ｃランク：Ａランク及びＢランクに該当しないその他の重要な種。 

   ：移植対象種 

 

地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点数 個体数 地点 個体数

44 単子葉植物 ラン カクラン(カクチョウラン)Phaius tancarvilleae

台湾、中国南部、ス
リランカ、インド、
タイ、インドシナ、
フィリピン、マレー
シア、ニューギニ
ア、オーストラリ
ア、ニューカレドニ
ア、サモア諸島、
フィジー諸島

屋久島、種子島、ト
カラ列島、奄美大
島、徳之島

沖縄島北～中部、石
垣島、西表島

山地の草地や自然林の明るい林床に生える。かつ
ては普通に見られる種であったが、近年は乱獲に
より激減しており、残された個体数はごく少な
い。

C 132 846 6 34 4 22 1 3 11 59 121 787

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域外にも
多産し、改変による地点数及び個体数の消失率も低いこと
から、事業実施区域周辺の個体群が存続できないおそれ
はないものと考えられます。

8.33% 6.97% VU EN EN

45 単子葉植物 ラン アオジクキヌラン Zeuxine affinis
台湾、ヒマラヤ、タ
イ、インドシナ

－ 沖縄島北～中部

山地の自然林の林床や草地に生える。数ヶ所に
点々と自生するが、個体数は少ない。分布域の北
限である。ヤンバルキヌランZ ．parvifolia に酷
似し、近年になって（橋本，1986）分布が確認さ
れた種で、分布に関する情報は十分ではない。ヤ
ンバルキヌランより開花期は１ヶ月程度遅い。

A 65 625 14 165 14 165 51 460
沖縄島における個体数は少ないと推定され、改変による消
失率が高いことから、事業実施区域周辺の個体群の存続
ができないおそれがあるものと考えられます。

21.54% 26.40% EN VU VU

工事用仮設道路
埋立土砂発生区

域　東

調査地全域

沖縄島
での生
育状況
ランク

沖縄島における生育状況

環境庁
RDB

沖縄県
RDB

重要な種の分布及び生育状況の変化の程度
小計

改変区域外

選定基準注2)

改変による消失率
(%)

環境省
RL

分類群 科名 和名No. 学名注1)

国外、国内、沖縄県における分布状況 改変区域内

代替施設本体
辺野古作業ヤー

ド

国内 概　　　要国外

美謝川切替区間
埋立土砂発生区

域　西

沖縄県

6-18-97



表-6.18.2.1.12 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(蘚苔類) 

代替施設
本体

埋立土砂
発生区域

西

埋立土砂
発生区域

東

工事用仮
設道路

美謝川切
替区間

辺野古地
先水面作
業ヤード

小計 地点数

1 蘚類 スギゴケ ヒメハミズゴケ Pogonatum camusii

台湾、フィリピ
ン、ベトナム、
タイ、スマト
ラ、フローレス

奄美大島
沖縄島、石垣
島、西表島

林内の陰湿な林床の岩上（主に砂岩）や
粘土質の土上にまばらに生育する。
各島の山地に散見し各個体群は少数の個
体からなり個体群数も少ない。

C 24 3 3 21

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改
変区域外にも多産し、改変による地点数及び個体数
の消失率も低いことから、事業実施区域周辺の個体
群が存続できないおそれはないものと考えられます。

12.5% NT VU VU

2 蘚類
ホウオウゴ
ケ

チャイロホウオウゴケモドキ Fissidens crassinervis

タイ、マレー半
島、ジャワ、ス
マトラ、ボルネ
オ、ニューギニ
ア

－
沖縄島、石垣
島、西表島

林内の湿土上に生育する。 C 37 1 1 36

沖縄島における個体数は多いと推定され、改変区域
外にも多産し、改変による地点数及び個体数の消失
率も低いことから、事業実施区域周辺の個体群が存
続できないおそれはないものと考えられます。

2.7% VU

3 蘚類
ナガハシゴ
ケ

リュウキュウナガハシゴケ Trichosteleum boschii

アジア、オセア
ニアの熱帯、亜
熱帯に広く分布

する
※1

四国、九州、琉
球列島

（県RDB改訂版の
該当種でないた
め、詳細は不
明）

暖地の湿った林内の腐木、岩、土の上に
生育する。
沖縄県における絶滅の危険度は小さい
が、四国、九州での危険度は大きいと思

われる。
※1

C 672 13 24 37 635

沖縄島における個体数は多いと推定されるが、改変
区域外にも多産し、改変による地点数及び個体数の
消失率も低いことから、事業実施区域周辺の個体群
が存続できないおそれはないものと考えられます。

5.5% NT CR+EN

4 蘚類 ハイゴケ タカサゴイチイゴケモドキ Phyllodon lingulatus
台湾、フィリピ
ン、ベトナム

屋久島、奄美大
島、沖永良部島

沖縄島、石垣
島、西表島

渓流沿いあるいは流水中の湿岩上に生育
する。
各島とも林内の渓流沿いや流水中の湿岩
上に生育し、ときに大きな群落をつくる
こともあるが、個体数は少ない。

C 206 5 5 201

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変
区域外にも多産し、改変による地点数及び個体数の
消失率も低いことから、事業実施区域周辺の個体群
が存続できないおそれはないものと考えられます。

2.4% VU

5 蘚類 ハイゴケ キララヨウジョウゴケ Cololejeunea ceratilobula
東アジア～東南
アジア

九州、琉球
※県RDB改訂版の
該当種でないた
め、詳細は不明

湿性常緑樹林で葉上に着生。 C 7 1 1 6

沖縄島における個体数は普通と推定されるが、改変
区域外にも多産し、改変による地点数及び個体数の
消失率も低いことから、事業実施区域周辺の個体群
が存続できないおそれはないものと考えられます。

14.3% CR+EN

分類 科名 和名№

選定基準
注)

沖縄県

国外、国内、沖縄県における分布状況 沖縄島における生育状況

沖縄県
RDB

国内 分布概要

学名 沖縄島での
生育状況ラ

ンク

環境省
RL

環境庁
RDB

国外

重要な種の分布及び生育状況の変化の程度

事業実施計画区域

改変区域
外

確認地点数
改変による
消失率

調査地全
域

 
注)選定基準は、以下のとおりである。 
1.環境省 RL：「報道発表資料 哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリスト見直しについて｣(2007 年 環境省) 

CR+EN→絶滅危惧Ⅰ類(絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの)  
NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 

2.環境省 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 -レッドデータブック- 植物Ⅱ(維管束植物以外)｣(2000 年 環境庁) 
CR+EN→絶滅危惧Ⅰ類(絶滅の危機に瀕している種-ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの)  
VU→絶滅危惧Ⅱ類 (絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの) 

3.沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(菌類編・植物編)-レッドデータおきなわ-｣(2006 年 沖縄県) 
VU→絶滅危惧Ⅱ類 (絶滅の危険が増大している種-現在の状態をもたらした圧迫要因が引き続き作用する場合､近い将来「絶滅危惧Ⅰ類｣のランクに移行することが確実と考えられるもの) 

Ａランク：分布や個体数が限られ､特に保護の必要性が認められる種。法的規制種。 
Ｂランク：分布が限られるか、もしくは個体数が少ない種｡また、分布や個体数の双方がやや限られる種｡法的規制種。分布や個体数情報が不明であり念のため保全に努める必要性の認められる種。 
Ｃランク：Ａランク及びＢランクに該当しないその他の重要な種。 

 

表-6.18.2.1.13 重要な種の生育状況に基づく変化の程度の検討(付着藻類) 

代替施設
本体

埋立土砂
発生区域

西

埋立土砂
発生区域

東

工事用仮
設道路

美謝川切
替区間

辺野古地
先水面作
業ヤード

小計 地点数

1 紅藻綱 ベニマダラ タンスイベニマダラ Hildenbrandia rivularis
欧州、中国、マ
レーシア

本州、四国、九
州

沖縄島、宮古
島、西表島、与
那国島

河川の渓流域から中流域、また湧水域の
礫にも着生する。陰性的な性質が強い上
に、河川清水中や飛沫域に生育する種で
あるため、河川縁辺域の森林伐採と山地
開発による強い光、赤土汚染による生育
地の撹乱が生存を脅かす。

C 61 1 1 2 59

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、改
変区域外にも多産し、改変による地点数及び個体数
の消失率も低いことから、事業実施区域周辺の個体
群が存続できないおそれはないものと考えられます。

3.3% NT NT NT

2 紅藻綱 フジマツモ タニコケモドキ Bostrychia simpliciuscula

東南アジア太平
洋熱帯域、オー
ストラリア、イ
ンド洋、トンガ

福島県以南の太
平洋沿岸、鹿児
島県

沖縄島、宮古
島、西表島、与
那国島

主にマングローブ域の樹木の幹や気根、
倒木や岩などの上に着生する。また、陰
性的な性質が強い上に、河川上流から汽
水域にかけて広く分布する特異な性質を
持つ種で、学術的に貴重な種である。生
育阻害の要因として、赤土の流入による
岩肌などへの赤土付着やダム建設による
水没などがある。

C 65 1 1 64

沖縄島における個体数は少ないと推定されるが、
改変区域外にも多産し、改変による地点数及び個
体数の消失率も低いことから、事業実施区域周辺
の個体群が存続できないおそれはないものと考え
られます。

1.5% NT NT NT

学名

国外、国内、沖縄県における分布状況 沖縄島における生育状況

国外 国内 沖縄県 分布概要
沖縄島での
生育状況ラ

ンク

和名№ 分類 科名

改変による
消失率

事業実施計画区域

改変区域
外

重要な種の分布及び生育状況の変化の程度

確認地点数

調査地全
域

選定基準
注)

環境省
RL

環境庁
RDB

沖縄県
RDB

 

注)選定基準は、以下のとおりである。 
1.環境省 RL：「報道発表資料 哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物Ⅰ及び植物Ⅱのレッドリスト見直しについて｣(2007 年 環境省) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 
2.環境省 RDB：「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物 -レッドデータブック- 植物Ⅱ(維管束植物以外)｣(2000 年 環境庁) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 
3.沖縄県 RDB：「改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物(菌類編・植物編)-レッドデータおきなわ-｣(2006 年 沖縄県) 

NT→準絶滅危惧(存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの) 
Ａランク：分布や個体数が限られ､特に保護の必要性が認められる種。法的規制種。 
Ｂランク：分布が限られるか、もしくは個体数が少ない種｡また、分布や個体数の双方がやや限られる種｡法的規制種。分布や個体数情報が不明であり念のため保全に努める必要性の認められる種。 
Ｃランク：Ａランク及びＢランクに該当しないその他の重要な種。 

6-18-98



�

� � �������	
�����

����	
����������������� ������� !

"�#$%&'()��*+��,-�./0�1234567897:;

�<+�/= >?@ 6AB"CD�EFGH�IJKL���MNO+ +

PQ�

���GH'()�����	
���*+ RS"�TUV����

	
�M+����WXY Z � >[ �\]!J
�" >[ ^_`a+ !

�bcde>�efe>egfhi�Q�

Vj6�	
���kJlmn��ocde>�efe>e>p�q!M�D�=

>geZr� de[sMtuvCD�w#�IJEF6GH�IJKL��x�

�/6MNO+ +PQ�

�



�

ocde>�efe>e>p� GH'(��kJy
�6lmnz�

��
���

�����´� 

�$%&
'()*+
�,-

àá!�
&'()
*+
�,-

àá!�
&'()
./0

�12�

âã0

�12�

äÆå¦æ
çè*+
�,-

äéêëæ
ìí*+
�,-

äéêëæ

�$%&
'()*+

�,-2M

äéêëæ
îïð

�12f

�� QR8STUUVWX6XFG ��?f ���? ��� f�� ���l ���� ���l ?l�f

NOP�� ��M� ���M ��� ��� ��M� ���� ��M� ?���

;<=>�� ���a ��a� ��� �a�� ���� ��M� ��fa ����

HIJKL�� M��� ���M ��� M�f M��� ���� M��� ?���

@ABCD::EFG ��?� ��M� ��� M?�l ��ll ���� ��ll ���l

3456789: ���a ���� ��� ��� ���a ���� ���a �����

YZ[ ?�?M ��M� ��� �M�? ��ll ��M� ��?� �?�?

? ;<bcde` ���M� ���f ��� ��f ����f ���� ����f ?a��

V\]7^_` a�?� ���� ��� ��� a�?� ���� a�?� �����

ghWFG ��?� ���� ��� ��f ��?� ���� ��?� ??��

ij\TUU@VkDFG �l��� ��?a ��� ���f �M�?� ���� �M�?� �a��

YZ[ Ma��� ���� ��� ��� Mf��� ���� Mf��� ?f��

� mEXm\noEFG M�ff ��f? ��� �f�f ��?l ���� ��?l �l��

YZ[ M�ff ��f? ��� �f�f ��?l ���� ��?l �l��

a pqDEqDVWFG �����l ���a� ��a ?�l �?a�lf ���� �?a�lf ?��l

QrBQFG l��aa ��a� ��� ��� l���a ���� l���a ?���

QBqTr_oEFG ����l� ���M? ��? ��l �l���� ���� �l���� ?M�l

Us89VtuTvmoEFG �?�l� ��a� ��� ��f ����� ���� ����� ?a��
wRxkACDBTy_szuQFG �a��� ��Ma ��� ��M �a�ff ���� �a�ff ?��a

@{oETD9B7|oEFG fl��a ��Mf ��� M�� fM��M ���� fM��M ?a��

YZ[ lf���� Mf��� ��? ��M l�l��f ���� l�l��f ?M�a

l �\�5FG �?�?� ��?f ��� f�a �?��f ���� �?��f ?l�M

�)V\�FG ���� ���M ��� �a�? ���l ���� ���l ����

::EFG �?�MM ���� ��� M�� ���fl ���� ���fl ?a��

}~���� a��M ��f� ��� l�� ��a� ���� ��a� ?f��

w�i]9:FG ?��� ���� ��� ��� ?��� ���� ?��� �����

YZ[ �a�ll ��fa ��� M�a �l��� ���� �l��� ?��M

M �8VUD��` f���� ���a ��� l�� M��lf ���� M��lf ?f�?

gD6BqFG f��? ���� ��� ��� f��? ���� f��? �����

@\oEFG ��l� ���� ��� ��� ��l� ���� ��l� �����

�D9QA8FG ��a? ���� ��� Ml�a ��l� ���� ��l� �f�M

��� ��?l ���� ��� ��� ��?l ���� ��?l �����

���eF M��f ��fa ��� �l�� ���a ���� ���a �l��

YZ[ la��? ���� ��� f�? ll��a ���� ll��a ?l��

� �hQiUQFG ���� ���� ��� ��� ���� ���� ���� �����

t4v���P ?f�l� ���M� ��a ���l af��� ����� ����M� ��?��

���* ��?? ���� ��� ��� ��?� ���? f��� �lM�?
��P��ñò��óôV\�FGõög÷FGø Á ���� T T T T M���l M���l T

�����FG M��� ���� ��� ��� M��� ���� M��� �����

�P��FG ?��a� ���� ��� ��� ?��a� ���� ?��a� �����

����P��FG �?��M ���? ��� ?�� �a�af ���� �a�af ?��f

YZ[ �����M ����� ��? ���� ����al ��?��� M����� �f���

� ������	 �l��?f ����� ��l ���M �f��?M �����f ����?a ��f��

� ¡P �l�l� ��aa ��� M�� �f�al ���� �f�al ?a��

YZ[ ��f�f� ���a� ��� ���� ��l��� �����f ��l�a� �lf�?

T ��¡P l���f ���?M ��? ���� fa��� ���� fa��� ����

¢�£� M��ff ��?M ��� M�� �?�l� ��l� M���M ?���

YZ[ ���f� ����l ��� �M�f a���M ��l� aa��f �a��

���??�?� ?��lM ��� T ����M�M? �f���� ��Mff��? T

¤��¥¦§2�ù2f&'()¯°ú�û«¬&ü±²³

´2�µ¶àá!�&'()·�	FG�*+�,-¸¹¶àá!��*+º[�,-¸»���

´2�µ¶àá!�&'()·�	FG�*+�,-¸¹¶
�$%&'()·�	FG�*+�,-¸»���

´2Mµ¶Æå¦�çè*+�,-¸ý¶éêë�ìí*+�,-¸

´2fµ¶éêë�
�$%&'()*+�,-¸¹¶
�$%&'()*+�,-¸»���

¤��¥¦§þ�õö���ê�û«¬&ü±²³

´´������������µ���	�
��²�§¥ü������³

´´��T�µ���²ª��þ���¨�º³

º[

�

�

�

�



 

 

図-6.18.2.1.32 造成工事に伴い消失する植生箇所 
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